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今
、
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
一

つ
。
二
○
○
二
年
に
出
版
さ
れ
、
現
在
も

各
国
語
の
翻
訳
が
企
画
さ
れ
、
す
で
に
二

○
カ
国
を
超
え
る
言
語
で
出
版
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
邦
訳
は
各
国
語
版
に
先
立
っ

て
、
二
○
○
二
年
暮
れ
に
出
版
さ
れ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
語
版
は
二
○
○
三
年
夏
に
刊

行
。  

 

著
者
の
バ
ラ
バ
シ
は
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
物
理
学
者
で
、
大
学
教

育
を
ル
ー
マ
ニ
ア
で
、
大
学
院
は
ブ
ダ
ペ

ス
ト
の

E
L

T
E

（
物
理
学
）
で
学
ん
だ
。

現
在
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
の
物
理
学
教

授
で
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
高
等
研
究
所
の
研
究

員
を
兼
ね
て
お
り
、
年
に
一
カ
月
を
ブ
ダ

ペ
ス
ト
で
過
ご
し
て
い
る
。  
書
籍
紹
介 

ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
と
縁
が
深
く
、
放
浪
の
天
才
数
学

者
エ
ル
ド
ゥ
ー
シ
ュ
・
パ
ー
ル
が
し
ば
し
ば

滞
在
し
、
教
授
招
聘
を
受
け
た
が
、
エ
ル
ド

ゥ
ー
シ
ュ
は
放
浪
の
身
を
選
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
現
在
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
大

学
院
留
学
生
が
多
い
。
バ
ラ
バ
シ
は
コ
ロ
ジ

ュ
バ
ー
ル
（
ク
ル
ー
ジ
ュ
ナ
ポ
カ
）
出
身
で
、

彼
の
地
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
優
秀
な
人

材
を
大
学
院
生
と
し
て
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大

学
に
呼
び
、
研
究
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
。  

 L
in

ked
: N

ew
 S

cien
ce o

f N
etw

o
rk

s  

さ
て
、
本
書
の
主
題
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。

こ
の
テ
ー
マ
自
体
は
と
く
に
目
新
し
い
も

の
で
は
な
い
が
、
数
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（

グ
ラ

フ

）

理

論

がw
w

w
(

W
o

rld
 W

id
e 

W
eb
)

の
急
激
な
発
展
に
よ
っ
て
、
新
た
な
理

論
的
挑
戦
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
た

し
て
、w

w
w

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
旧
来
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
で
説
明
が
つ
く
も
の
な

の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
な
理
論
的
な
発
展
を

要
請
し
て
い
る
も
の
な
の
か
。
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
は
ど

の
よ
う
な
特
性
を
も
つ
の
か
、
そ
し
て
こ
の

新
し
い
理
論
はw

w
w

の
構
造
解
明
だ
け
で

な
く
、
他
の
自
然
・
社
会
現
象
の
構
造
解
明

に
適
用
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
書

を
貫
く
主

る
。 

 

題
で
あ

原
題
はL

in
ked

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の

は
連
結
さ
れ
て
い
る
。
原
子
、
分
子
、
細
胞

か
ら
始
ま
り
、
人
間
関
係
や
現
代
のw

w
w

ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
「
リ
ン
ク
」
と
い
う

視
点
か
ら
新
た
な
解
明
の
視
点
を
得
る
。

w
w

w

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平
均
的
に
分
布

し
、
連
結
さ
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は

な
い
。
リ
ン
ク
が
集
結
す
る
重
要
な
ハ
ブ

（
多
数
の
リ
ン
ク
の
結
節
点
）
が
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

も
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
攻
撃
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
こ
の
ハ
ブ
を
狙
え
ば
良
い
。
逆
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
防
御
し
た
け
れ
ば
、
ハ
ブ

を
中
心
に
守
る
か
、
ハ
ブ
が
崩
れ
た
場
合
の
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防
御
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

同
じ
こ
と
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
も
、
エ
イ
ズ
拡
散
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
も
言
え
る
は
ず
だ
。
こ
こ
で
も
ハ
ブ

を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
ハ
ブ
を
持
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
従
来

の
グ
ラ
フ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
理
論
で
は
扱

え
な
い
。 

 

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
を
求
め
て
、

テ
ー
マ
は
数
学
の
伝
統
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
論
の
吟
味
か
ら
、w

w
w

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

理
論
の
構
築
、
さ
ら
に
社
会
的
領
域
や
分
子

生
物
学
、
遺
伝
子
工
学
や
経
済
学
へ
の
理
論

の
適
用
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
。
著
者
の
バ

ラ
バ
シ
は
そ
の
う
ま
い
語
り
口
で
全
米
テ

レ
ビ
放
送
に
出
演
し
、
さ
な
が
ら
現
代
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
論
の
先
導
師
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。 

 

 

六
次
元
の
関
係 

 

本
書
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
脈
が
う
ま

く
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表

す
る
短
編
小
説
家
カ
リ
ン
テ
ィ
・
フ
リ
ジ
ェ

シ
ュ
に
『
鎖
』
（
一
九
二
九
年
）
と
い
う
小

説
が
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
興
味
深

い
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

 

「
地
球
上
の
人
々
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
接

近
し
合
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る

た
め
に
、
仲
間
の
一
人
が
あ
る
方
法
を
提
案

し
た
。
そ
の
男
は
、
地
球
上
に
い
る
十
五
億

の
人
の
中
か
ら
一
人
の
名
前
を
挙
げ
て
み

た
ま
え
と
言
っ
た
。
彼
は
た
っ
た
五
人
の
知

人
を
介
し
て
、
名
前
の
挙
が
っ
た
人
物
に
ま

で
鎖
を
つ
な
い
で
み
せ
る
と
言
う
の
で
あ

る
」
。 

 

こ
の
短
編
の
出
版
か
ら
ほ
ぼ
三
○
年
を
経

た
一
九
六
七
年
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
で
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
社
会
学
教
授
ス
タ
ン
レ

ー
・
ミ
ル
グ
ラ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
住

む
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
二
人
の
人
物
の

距
離
（
介
在
ス
テ
ッ
プ
数
）
を
測
っ
た
実
証

論
文
を
発
表
し
、
人
の
輪
の
連
結
（
リ
ン
ク
）

数
は
平
均
で
五.

五
ス
テ
ッ
プ
だ
と
記
し
た

の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
よ
り
小
さ
な
集
団
で
は
ス
テ
ッ
プ

数
は
も
っ
と
小
さ
く
な
る
。
リ
ン
ク
の
輪
が

一
つ
の
小
集
団
を
構
成
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
は
ク
ラ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
。 

た
と
え
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
日
本
人
社
会

は
一
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
だ
。
こ
の
ク
ラ
ス
タ

ー
の
任
意
の
二
人
の
人
物
を
挙
げ
て
、
こ
の

二
人
が
何
人
の
知
人
を
経
由
し
て
リ
ン
ク

さ
れ
る
か
見
る
と
良
い
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

五
ス
テ
ッ
プ
も
辿
ら
な
い
う
ち
に
リ
ン
ク

さ
れ
る
は
ず
だ
。
本
書
の
著
者
バ
ラ
バ
シ
と

も
、
リ
ン
ク
の
ス
テ
ッ
プ
数
は
五
ス
テ
ッ
プ

も
要
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
立
山
研
究
所
の
株
主
で
あ
る
チ
ュ

ル
ガ
イ
教
授
は
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
学
の
客

員
教
授
で
あ
り
、
バ
ラ
バ
シ
の
同
僚
で
も
あ

る
か
ら
、
評
者
の
私
は
二
ス
テ
ッ
プ
で
バ
ラ

バ
シ
と
連
結
さ
れ
て
い
る
。
私
と
「
大
吉
」

店
主
の
飯
尾
さ
ん
と
は
一
ス
テ
ッ
プ
で
連

結
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
飯
尾
さ
ん
と
一
ス
テ

ッ
プ
あ
る
い
は
数
ス
テ
ッ
プ
で
リ
ン
ク
さ

れ
て
い
る
人
は
、
バ
ラ
バ
シ
と
五
ス
テ
ッ
プ

以
内
で
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
評
者
の
私
や
飯
尾
さ
ん
は
リ
ン

ク
を
集
め
て
い
る
ハ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
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ブ
を
経
由
す
る
と
、
リ
ン
ク
（
ス
テ
ッ
プ
）

数
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
グ
ラ
フ
）
理
論 

 

現
代
の
グ
ラ
フ
理
論
の
出
発
点
は
オ
イ

ラ
ー
に
よ
る
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
橋
の
難

問
の
解
明
に
あ
る
。
図
の
よ
う
な
ケ
ー
ニ
ヒ

ス
ベ
ル
グ
の
プ
レ
ー
ゲ
ル
川
に
か
か
る
七

つ
の
橋
を
、
一
度
だ
け
通
る
よ
う
な
経
路
が

あ
る
か
ど
う
か
。
こ
れ
が
「
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ

ル
グ
橋
の
問
題
」
で
あ
る
。
オ
イ
ラ
ー
は
一

七
三
六
年
に
、
四
つ
の
陸
地
を
頂
点
（
結
節

点
＝
ノ
ー
ド
）
と
し
、
七
本
の
橋
を
一
本
の

線
（
リ
ン
ク
）
で
現
わ
す
こ
と
で
、
こ
の
問

題
を
「
四
つ
の
ノ
ー
ド
と
七
つ
の
リ
ン
ク
を

も
つ
グ
ラ
フ
問
題
」
に
帰
着
さ
せ
た
。
こ
れ

は
一
筆
書
き
と
同
じ
問
題
に
な
り
、
出
発
点

と
終
着
点
は
奇
数
の
リ
ン
ク
を
も
つ
こ
と

が
必
要
条
件
に
な
る
。
奇
数
の
リ
ン
ク
を
も

つ
ノ
ー
ド
が
二
つ
以
上
存
在
す
れ
ば
、
一
筆

書
き
は
で
き
な
い
。
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
の

橋
の
場
合
、
奇
数
の
リ
ン
ク
を
も
つ
ノ
ー
ド

が
四
つ
あ
る
の
で
、
解
は
存
在
し
な
い
。
こ

う
し
て
、
オ
イ
ラ
ー
に
よ
っ
て
「
ケ
ー
ニ
ヒ

ス
ベ
ル
グ
の
橋
に
は
一
度
だ
け
通
る
よ
う

な
経
路
が
な
い
」
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
数
学
理
論
上
初
め
て
、
グ
ラ
フ
理

論
が
考
案
さ
れ
た
。
任
意
の
事
象
が
ノ
ー
ド

と
リ
ン
ク 

 

 

か
ら
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

観
察
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
グ
ラ
フ
理
論
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
）
の
対
象
に
な
る
。 

 

正
規
グ
ラ
フ
と
ラ
ン
ダ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

蜂
の
巣
や
鉱
物
の
結
晶
の
よ
う
に
、
同
じ

形
も
の
が
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
フ
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
は
正
規
グ
ラ
フ
と
呼
ば
れ
る
。

自
然
界
、
と
く
に
無
機
物
の
世
界
に
は
こ
の

よ
う
な
形
の
グ
ラ
フ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が

数
多
く
観
察
さ
れ
、
こ
の
図
形
の
解
明
は
正

規
グ
ラ
フ
理
論
の
対
象
に
な
る
。 

無
機
物
の
世
界
は
正
規
グ
ラ
フ
で
説
明

が
つ
く
と
し
て
も
、
有
機
物
の
世
界
や
人
間

社
会
は
正
規
グ
ラ
フ
の
理
論
で
は
説
明
が

つ
き
そ
う
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
世
界
で
は
同

型
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
と
い
う
の

は
、
き
わ
め
て
希
な
現
象
で
し
か
な
い
か
ら

だ
。
そ
こ
で
、
こ
の
種
の
非
正
規
グ
ラ
フ
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
扱
う
理
論
と
し
て
考
案
さ

れ
た
の
が
、
エ
ル
ド
ゥ
ー
シ
ュ
と
レ
ー
ニ
ィ

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
数
学
者
の
コ
ン
ビ
に
な

る
ラ
ン
ダ
ム
・
グ
ラ
フ
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
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理
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生

成
さ
れ
て
い
く
原
理
を
扱
っ
た
最
初
の
試

み
で
、
こ
の
理
論
に
従
え
ば
、
「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
十
分
に
大
き
く
、
リ
ン
ク
が
完
全
に

ラ
ン
ダ
ム
に
付
け
加
え
ら
れ
る
と
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
ノ
ー
ド
は
、
近
似
的
に

同
数
の
リ
ン
ク
を
も
つ
よ
う
に
な
る
」
。
日

本
人
会
の
よ
う
な
小
さ
な
集
団
の
中
で
は
、

各
人
が
保
有
す
る
友
人
の
数
は
か
な
り
ば

ら
つ
き
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
集
団
を
大

き
く
し
て
い
け
ば
、
友
人
が
格
段
に
多
い
人

は
非
常
に
希
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
平
均
的

な
友
人
数
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の

が
こ
の
理
論
の
意
味
で
あ
る
。 

こ
の
ラ
ン
ダ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
か

ら
得
ら
れ
る
度
数
分
布
が
ポ
ソ
ン
分
布
（
一

定
の
確
率
で
散
発
的
に
生
じ
る
事
象
の
頻

度
を
表
わ
す
）
に
従
う
こ
と
は
、
エ
ル
ド
ー

シ
ュ
の
弟
子
で
や
は
り
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
数

学
者
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ッ
ジ
大
学
教
授
）
の
ボ

ロ
バ
シ
ュ
・
ヴ
ェ
ラ
に
よ
っ
て
、
一
九
八
二

年
に
証
明
さ
れ
た
。
ポ
ア
ソ
ン
分
布
は
突
出

し
た
ピ
ー
ク
の
あ
る
度
数
分
布
で
、
ピ
ー
ク

の
左
右
両
側
が
急
減
に
減
少
し
て
小
さ
く

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
極
端
に
少
な
い
、

あ
る
い
は
多
い
友
人
を
も
つ
人
は
き
わ
め

て
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ほ
ぼ
同
数
の

友
人
を
も
つ
と
い
う
の
が
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布

の
含
意
で
あ
る
。 

 

 

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

バ
ラ
バ
シ
の
グ
ル
ー
プ
は
一
九
九
○
年

代
半
ば
か
ら
、w

w
w

の
広
が
り
の
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
そ
の
広
が
り
を
観
察
し
、
分
析
し

て
い
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
の
デ
ー
タ
か
ら
分
か

っ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ノ
ー
ド
（
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
）
は
わ
ず
か
な
リ
ン
ク
し
か
持

た
ず
、
ご
く
少
数
の
ハ
ブ
が
膨
大
な
リ
ン
ク

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
。 

こ
れ
は
簡
単
に
実
感
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、

評
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
はY

ahoo Japan

に
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、Y

ahoo 

Japan

は
膨
大
な
リ
ン
ク
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
リ
ン
ク
数
の
度
数
分
布
を
両

対
数
グ
ラ
フ
で
記
す
と
、
滑
ら
か
な
曲
線
で

描
か
れ
る
。
そ
こ
に
は
ピ
ー
ク
（
平
均
的
リ

ン
ク
）
は
存
在
せ
ず
、
両
側
の
狭
い
領
域
に
、

少
数
の
リ
ン
ク
し
か
も
た
な
い
多
数
の
ノ

ー
ド
と
、
膨
大
な
リ
ン
ク
を
も
つ
少
数
の
ハ

ブ
ノ
ー
ド
が
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形

状
を
も
つ
分
布
は
、
「
ベ
キ
法
則
」
に
従
う

と
い
う
。
分
布
の
裾
野
が
指
数
関
数
的
に
減

少
し
て
い
く
の
で
、
こ
の
よ
う
な
名
称
が
付
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け
ら
れ
る
。
少
し
専
門
的
に
な
る
が
、
バ
ラ

バ
シ
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
外
に
向
か
う
リ
ン

ク
をk
個
持
つ
ウ
ェ
ッ
ブ
・
サ
イ
ト
の
数
は
、

k
-γ

（
γ
＝2

.
5

）
と
表
わ
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
「
ベ
キ
法
則
」
に
従
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、w

w
w

の
ほ
か
に
、
航
空

マ
ッ
プ
が
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
高
速

道
路
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ラ
ン
ダ

ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。w

w
w

が
「
ベ

キ
法
則
に
従
う
」
こ
と
を
発
見
し
た
の
が
、

バ
ラ
バ
シ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の

法
則
に
従
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
当
該
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
特
徴
づ
け
る
尺
度
（
ス
ケ

ー
ル
）
が
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
ピ
ー
ク

が
現
れ
る
よ
う
な
系
で
は
、
「
平
均
の
ノ
ー

ド
」
が
そ
の
系
を
特
徴
づ
け
る
尺
度
に
な
る

が
、
「
ベ
キ
法
則
」
に
従
う
系
に
は
、
「
系

を
特
徴
づ
け
る
尺
度
」
や
「
系
を
代
表
す
る

ノ
ー
ド
」
が
存
在
し
な
い
。 

 

こ
こ
か
ら
、
「
ベ
キ
法
則
に
従
う
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
、
バ
ラ
バ
シ
は
「
ス
ケ
ー
ル

フ
リ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
。
そ

し
て
、
こ
の
「
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
こ
そ
、
複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
解
明
す
る
鍵
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

二
一
世
紀
科
学
の
課
題 
 

こ
れ
ま
で
、
人
類
の
科
学
は
事
象
や
物
質

を
分
析
（
分
割
）
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で

き
た
。
そ
こ
か
ら
物
質
の
構
成
物
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。 

科
学
は
も
う
一
つ
別
の
方
法
も
使
う
。
そ

れ
は
総
合
（
統
合
）
で
あ
る
。
分
析
し
、
か

つ
総
合
す
る
こ
と
で
科
学
は
完
結
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
分
析
と
総
合
と
い
う
二
つ
の

手
法
は
、
相
互
に
対
称
的
な
手
法
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
物
質
を
分
割
す
る
こ
と
が
簡
単

で
も
、
そ
れ
を
元
通
り
に
復
元
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
。
人
間
の
細
胞
が
蛋
白
質
か

ら
形
成
さ
れ
て
い
る
と
分
か
っ
て
も
、
今
度

は
蛋
白
質
か
ら
細
胞
を
作
っ
て
い
く
の
は

至
難
の
業
だ
。 

 

ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
分
割
（
分
析
）
は
関

係
性
を
断
ち
切
る
手
法
だ
が
、
総
合
（
統
合
）

は
関
係
性
を
再
構
築
す
る
手
法
だ
か
ら
だ
。

前
者
の
行
為
は
関
係
性
の
す
べ
て
を
知
ら

な
く
て
も
実
行
で
き
る
の
に
、
後
者
の
行
為

は
関
係
性
の
す
べ
て
を
知
ら
な
け
れ
ば
実

行
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
遺
伝
子

が
数
万
の
塩
基
配
列
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
段
階
（
ゲ
ノ
ム
マ
ッ
プ
の
作

成
）
で
も
、
そ
の
逆
の
解
明
、
つ
ま
り
特
定

の
遺
伝
子
を
構
成
す
る
塩
基
配
列
か
ら
具

体
的
な
病
気
の
発
生
を
解
明
す
る
作
業
は
、

ほ
ん
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。 

分
子
レ
ベ
ル
か
ら
細
胞
、
組
織
、
器
官
へ

と
統
合
し
て
い
く
過
程
に
は
、
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
膨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
働
い

て
い
る
。
自
然
が
何
億
年
か
け
て
形
成
し
て

き
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
を
人
間
が
再

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、N

個
の
同
じ
遺
伝
子
を
も
つ
二
つ
の
細

胞
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
細
胞
が
と
り
う
る

行
動
（N

個
の
遺
伝
子
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ン
／

オ
フ
に
な
る
状
態
）
は
、2

N

通
り
あ
る
。
遺

伝
子
が
百
個
と
し
て
も
途
方
も
な
い
数
に

な
る
が
、
人
間
の
遺
伝
子
の
数
は
お
よ
そ
三

万
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
子
が
活
性
化

す
る
状
況
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
可
能
な
関
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係
性
を
限
定
す
る
こ
と
は
可
能
に
な
る
が
、

そ
れ
で
も
か
な
り
膨
大
な
関
係
性
を
前
提

し
な
い
と
、
遺
伝
子
の
活
性
化
を
解
明
で
き

な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
さ
に
人
類
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
個

別
の
遺
伝
子
の
活
性
化
を
解
明
す
る
時
代

に
入
っ
た
。
二
○
世
紀
が
物
理
学
の
世
紀
だ

っ
た
と
す
れ
ば
、
二
一
世
紀
は
生
物
学
の
世

紀
だ
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
分
子
生
物

学
か
ら
人
間
病
状
を
解
明
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
世
紀
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の

解
明
の
一
つ
の
有
力
な
手
法
が
、
固
有
の
系

に
存
在
す
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
明
ら
か
に
す
る
だ
と
い
う
の
が
、
バ

ラ
バ
シ
・
グ
ル
ー
プ
の
主
張
で
あ
る
。 

 

 

最
後
に 

 

本
書
に
事
例
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
経

済
学
か
ら
の
テ
ー
マ
は
、
き
わ
め
て
ナ
イ
ー

ヴ
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
一
般
受
け
を
狙
っ

て
、
あ
ま
り
に
世
俗
的
な
テ
ー
マ
に
ま
で
下

り
す
ぎ
た
と
い
う
感
を
捨
て
き
れ
な
い
。
と

く
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
独
占
状
態
が
、

「
ボ
ー
ズ=

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
凝
縮
」
と

同
じ
量
子
力
学
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
と

い
う
観
察
だ
。
こ
の
量
子
力
学
の
法
則
は
、

気
体
の
温
度
を
下
げ
て
い
き
、
絶
対
零
度
の

近
く
ま
で
と
到
達
す
る
と
、
原
子
が
最
低
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
に
な
る
と
い
う
事
実
を

い
う
。
競
争
が
な
く
、
独
占
状
態
に
あ
る
市

場
が
、
こ
れ
と
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
形
式
的
な
類
似
現
象
に
、

物
理
学
の
法
則
を
無
理
矢
理
当
て
は
め
た

だ
け
だ
。
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
萎
縮
し

て
い
く
と
い
う
現
象
が
観
察
さ
れ
る
の
な

ら
ま
だ
し
も
、
最
初
か
ら
一
人
勝
ち
の
完
全

独
占
に
等
し
い
市
場
を
物
理
学
の
法
則
と

同
視
す
る
観
察
は
い
た
だ
け
な
い
。
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
大
学
の
社
会
科
学
系
の
同
僚
か
ら

も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
の
社
会
現
象
へ
の

適
用
に
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

幸
い
、
バ
ラ
バ
シ
は
社
会
問
題
や
経
済
問
題

に
深
入
り
す
る
こ
と
な
く
、
医
学
や
生
物
学

へ
の
道
を
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
か
ら
、
才
能

が
無
駄
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。 

補
遺:

経
済
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論 

 

バ
ラ
バ
シ
の
記
述
の
中
に
、
経
済
学
は
経

済
事
象
を
構
成
す
る
個
別
の
対
象
を
扱
っ

て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
関
係
性
を
解
明
し
て

い
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。
こ
の
批
判
は

た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
ま
さ
に
、
マ
ル
ク
ス

経
済
学
と
非
マ
ル
ク
ス
経
済
学
と
の
基
本

的
な
分
析
視
角
の
違
い
で
あ
る
か
ら
だ
。 

 

上
述
し
た
よ
う
に
、
分
析
と
総
合
と
い
う

科
学
の
基
本
的
手
法
の
適
用
に
お
い
て
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
と
非
マ
ル
ク
ス
経
済
学
は

根
本
的
に
対
立
す
る
手
法
を
展
開
し
て
き

た
。
マ
ル
ク
ス
の
客
観
的
価
値
論
は
、
価
値

が
社
会
的
分
業
に
も
と
づ
く
商
品
生
産
関

係
に
お
い
て
創
出
さ
れ
規
定
さ
れ
る
も
の

と
見
な
す
。
明
ら
か
に
、
社
会
的
関
係
性
（
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
存
在
を
前
提
に
し
て
、
経

済
的
価
値
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し

て
、
非
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
主
観
的
価
値
論

は
、
価
値
と
は
相
互
に
分
離
さ
れ
た
個
人
と

財
と
の
一
対
一
の
関
係
で
規
定
さ
れ
る
と

見
な
す
。
明
ら
か
に
、
こ
こ
に
は
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
経
済
活
動
を
解
明
す
る
と
い
う
視
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点
が
欠
け
て
お
り
、
価
値
を
社
会
的
に
捉
え

る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。 

 
自
然
現
象
で
あ
れ
、
社
会
現
象
で
あ
れ
、

そ
の
現
象
の
背
後
に
存
在
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
関
係
性
）
を
捨
象
し
た
の
で
は
、
そ

の
も
の
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
ば
か
り
か
、
現
象
を
統
合
的
に
理
解
す
る

こ
と
が
不
可
能
に
な
る
。
関
係
性
を
捨
象
し

た
学
問
が
現
象
学
に
陥
る
所
以
で
あ
る
。 

 

他
方
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
弱
点
は
、
分

析
が
本
質
的
な
社
会
的
関
係
性
の
場
か
ら

抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
象
の
理
解
に

ま
で
統
合
的
分
析
を
展
開
で
き
な
か
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。
本
質
的
な
関
係
性
を
、
現

象
の
各
層
に
上
向
す
る
に
従
い
、
よ
り
具
体

的
な
関
係
性
で
統
合
し
て
い
く
と
い
う
作

業
が
欠
如
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
マ
ル
ク
ス

経
済
学
に
限
ら
ず
、
現
代
の
科
学
が
抱
え
る

基
本
的
な
問
題
で
も
あ
る
。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
の
視
点
か
ら
、
経
済

学
の
手
法
や
経
済
学
の
現
状
を
分
析
す
る

こ
と
も
意
味
が
あ
ろ
う
。 
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